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タカラバイオ株式会社（社長：加藤郁之進）と、スペインのバイオツールズ社

（Biotools B&M Labs, S.A.、マドリード市）は、当社が保有するLA-PCR技術に関す

る特許の全世界における非独占的実施権をバイオツールズ社に供与するライセンス

契約を、2009年 3月 11日付で締結しました。バイオツールズ社は、当社が LA-PCR

の実施権を供与した世界で第 23番目の企業です。なおこの特許は米国で 2013年 2

月まで、日本と欧州諸国では 2014年 2月まで有効です。  

 

本契約の締結によりバイオツールズ社は全世界において LA-PCR法を利用する製

品を製造・販売することができます。また、本契約に伴い、当社はバイオツールズ社よ

り契約一時金及びライセンス対象製品の売上げに応じたランニングロイヤリティーを受

け取ります。  

 

LA-PCR法は、遺伝子工学の基幹技術である PCR法の能力を飛躍的に向上させ

た画期的な技術で、「長く正確なポリメラーゼ連鎖反応（Long and Accurate 

Polymerase Chain Reaction）」を意味します。従来の PCR法では１万塩基をこえる

DNAの増幅は困難でしたが、LA-PCR法により数万塩基の長鎖 DNAを安定して正

確に増幅することができるようになりました。LA-PCR技術がPCR法の欠点を補完し、

ゲノム解析や長鎖フラグメントのクローニングおよび変異導入等のPCR法の応用分野

をさらに拡大しました。  

 

スペインの試薬メーカーであるバイオツールズ社に 

LA-PCR法のライセンスを供与 
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LA-PCR 法は遺伝子工学分野の基盤技術の一つとして世界中に広く認知されており、

さらに需要は高まっていくものと期待しています。当社は、今後も LA-PCR法のライセ

ンス活動を積極的に行っていく予定です。 

 

なお、本件について、当期の当社連結及び単体の業績に与える影響は軽微であり

ます。 

 
当資料取り扱い上の注意点 

資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しで

あり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不

確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざ

まな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要

素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、

当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴

訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。 

                                       

この資料は、３月１１日に京都経済記者クラブに配布しています。 
 

この件に関するお問い合わせ先 

タカラバイオ株式会社 

バイオインダストリー部 

Tel 077-543-7235 
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＜参考資料＞ 

 

【バイオツールズ社の概要】 

 

会社名 ： Biotools B&M Labs, S.A. 

設立 ： 1996年 

従業員数 ： 40 

住所 ： c/Valle de Tobalina, 52 Nave 39 – 28021 Madrid- Spain 

事業概要 ： 分子生物学研究用試薬、体外診断薬の製造販売 

ホームページ ： http://www.biotools.eu/index.html  

 

 

【語句説明】 

 

PCR 

Polymerase Chain Reaction（ポリメラーゼ連鎖反応）の略称です。温度サイクル

装置（サーマルサイクラー）を使用し、微量の DNA を数時間のうちに数百万倍にまで

増幅する技術です。 

 

LA-PCR 

LA-PCR とは、遺伝子工学の基幹技術である PCR 法の能力を飛躍的に向上させ

た画期的な新技術で、「長く正確なポリメラーゼ連鎖反応（Long and Accurate 

Polymerase Chain Reaction）」の意味です。 

PCR 法は、遺伝子工学分野だけでなく、生化学、生物学、医学など、生物を対象と

した研究、検査の基幹技術となっていますが、長い DNA フラグメントの増幅が困難で

あったため、ゲノム解析等に PCRを応用する際の障害となっていました。 

LA-PCR法の発明者であるバーンズ博士は、その主な原因を、DNAを合成する際に

間違った塩基を取り込んでしまうと伸長反応はそこで停止してしまい増幅の効率が下

がると捉え、これらの欠点を克服した、より長いDNAをより正確に増幅させるLA-PCR

法を構築しました。LA-PCR においては、間違って取り込まれた塩基が取り除かれ、

引き続き反応がスムーズに進みます。これによって、特に染色体 DNAのような複雑で

大きな DNA をターゲットにした PCR において、従来の PCR 法では不可能であった

長鎖 DNAフラグメントの増幅が可能となりました。 

 

http://www.biotools.eu/index.html

